
 

再  評  価  書 

箇所名 
 

林道三峰局ヶ岳線 事業名 林道事業 課  名 治山林道課  
 

事業概要 
工   期 
(下段前回) 

平成５年～令和１０年 全体事業費 
(下段前回) 

５，８１７百万円(負担率：国50：県50：他0) 
平成５年～令和 ５年 ５，１７９百万円(負担率：国50：県50：他0) 

事 業 目 的 及 び 内 容 
（１）所在地 
   松阪市飯高町下滝野字大平地内の市道虻野線を起点とし、松阪市飯高町富永字三峰地内の林道飯高北奥線を終

点としています。 
（２）事業の目的 
   高見山地の南斜面に広がる広大な森林地帯の中央部を横断する基幹林道として、森林整備の促進を図るととも

に、小流域ごとに分断している既設路網を接続し、ネットワーク化して利用区域内の森林施業の効率化を図ること

を目的とします。 
   併せて、国道１６６号の災害時の迂回路や森林レクリエーションのアクセス路として位置付けています。 
（３）全体計画 
   ①延長  ： ２１，４９２ｍ 
   ②幅員  ： ４．０ｍ 
   ③事業費 ： ５，８１７，０００千円（２５０千円／m） 
   ④事業期間： 平成５年度～令和１０年度（３６年間） 
（４）利用区域の森林資源等の状況 
   当該路線の利用区域面積は２，４６４ｈａ、うちスギ・ヒノキの人工林が１，７５７ｈａです。 

人工林の６０％が１１～６０年生の間伐対象森林です。  
   

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果 
１ 再評価を行った理由 
  平成３０年に再評価を実施後、一定期間（５年）が経過している事業であるため、三重県公共事業再評価実施要綱第

２条（３）に基づき再評価を行いました。 

２ 事業の進捗状況と今後の見込み 
（１）事業着手 

平成５年度全体計画調査実施、平成６年度から５工区で着工、現在は２工区で実施。 
（２）進捗状況（令和４年度末の事業量） 

①完成延長  ： ２０，４２１ｍ（進捗率：９５．０％） 
   ②事業費    ： ５，２２７，４２１千円 
（３）課題 
   計画延長の増加や地質の悪い箇所に対する法面保護対策の追加、及び盛土材の流用に伴い費用が膨らんだこと

や、希少猛禽類への配慮がより厳しくなったことなどにより、現在の事業計画期間及び全体事業費での完成は困

難となっております。 
 
（４）利用区域内の森林整備状況 
 

        
期   間   

Ｒ５ 調 査 時 点  
備 考 整備面積 うち間伐 

Ｈ２５～２９ ３５６ ｈａ ３１７ ｈａ  

Ｈ３０～Ｒ４ ２５０ ｈａ ２４８ ｈａ  

 
（５）その他利用区域内の状況 
   開設が完了した区間においては、作業道が開設され間伐等の森林整備に利用されています。 



 
３ 事業を巡る社会経済状況等の変化 
（１）周辺環境の変化 

① 松阪市では、令和２年度を始期とする総合計画を樹立し、林業基盤の整備・担い手の育成・林業経営安定の推進

を図ることとし、その実現に向け、行政が果たすべき役割として路網整備をあげています。 
② 間伐等の森林整備について、森林組合が所有者に森林施業プランを提案して、施業地の集約化を図る「提案型

集約化施業」の取り組みが行われています。 

４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元意向の変化等 
４－１ 費用対効果分析    

① 前回再評価時の費用対効果分析の結果 
 

【前回評価時】（H３０年時） 

Ｂ（便益） １７，５９５ 百万円    

Ｃ（費用） １０，７４０ 百万円  

Ｂ／Ｃ １．６４ 

 
② 費用対効果分析の結果 

 
Ｂ／Ｃ Ｂ（便益） Ｃ（費用） 

費用便益比 
 

１．８７ 
 

総便益（B）             ２５，４９２ 百万円 
 

・木材生産便益           ４，７１６ 百万円 
・森林整備経費縮減便益    １６，４１２ 百万円 
・災害等軽減便益          ３，８２７ 百万円 
・維持管理費縮減便益         １７０ 百万円 
・その他の便益             ３６７ 百万円 
 

事業費（C）       １３，６２６ 百万円 
 

・林道事業費     １１，４８１ 百万円 
・造林事業費      ２，１００ 百万円    

・維持管理費         ４５ 百万円 

 
 

４－２ その他の効果 
      災害発生時には国道１６６号の迂回路として期待されます。 
４－３ 地元意向 
（１）松阪市・受益者 

当該林道は地元林業の振興に大きく貢献するものであり、集落間の連絡道としても活用される、利用度の非常に

高い路線であることから、継続を望んでいます。 
 
 
 
 

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性 
５－１ コスト縮減 

①  地形にあった波形線形の採用や、路肩の縮減により、土工量及び法面保護工を削減しコスト縮減を図ります。 
５－２ 代替案 
   当路線の利用区域内の森林整備を図るとともに、切り出した木材を効率よく運搬する必要な施設として、現時点で

９５％の進捗があり、代替案の検討よりも現在の計画を進めることが妥当と考えます。 
 
 
 
 



 
再 評 価 の 経 緯 

平成３０年度の再評価においては、事業継続の妥当性が認められたことから、事業継続を了承されています。 

事 業 主 体 の 対 応 方 針 
三重県公共事業再評価実施要綱第３条の視点により再評価を行った結果、同要綱第５条第１項に該当すると判断さ

れるため、コスト縮減と環境配慮に努めながら早期完成を目指し、事業を継続いたしたい。 

委員会意見の概要【事業方針作成時に記述】 
 事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承する。 

 

対応方針【事業方針作成時に記述】 
 再評価において事業継続の妥当性が確認されたことから、事業効果の早期発現に向けて事業を継続して実施してい

きます。 

 

 
事業方針の概要【事業方針作成時に記述】 

 今後詳細な測量設計を実施していく中で、経済的な線形や工法について検討するなど、コスト縮減に努めるととも

に、事業予算の重点的な配分により事業の早期完成を図ります。 

 

 
※1再評価実施事業は(下段前回)とし、前回再評価時の内容を記載する。未実施の場合は（下段当初）とし、当初計画時の内容を 

  記載する。 

※2再評価実施事業は、前回再評価時の内容を記載する。未実施の場合は、当初計画時の内容を記載する。 

※3当該事業を所管する省庁の費用便益分析手法に従い費用対効果分析の結果を記載する。 

※4当該事業を所管する省庁の費用便益分析手法に従い感度分析の結果を記載する。 

 


